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幹事選挙が別紙の要領で行われること忙なった。投累を忘れず忙行って下さい，

g第 45回研究会開催について

翠川修世話人のもとで行われるが，シンポジoムのテーマKついて，世話人から下記のよう

な通知があった。

第45同研究会は京都で開催されます。現在その準備が進行中で，前回に引き続き外国人鴎師

Kよる蹄演を企画中です。その実現如何Kより日時K多少の変更があるかも知れませんが，予

定のスクジューノレ等は次の知くです。

世話人:翠川 修氏{京大・医・病理)

会 期 : 昭 和 53年 5月 29日(月)， 30日(火)

会 場..京大築学部講堂及び楽友会館

シンポジウム:"組織培養のガン研究への応用"

上記事由Kより今回の通信Kは確定日程をお知らせできませんでした。正確な情報と演題申

し込み用綿主 3月発行の会員通信Kよりお届けします。どうぞよろしく御協力下さいますよう

お願い致します。尚，第羽田研究会K関する各穏御注文.お問合せは下記へお願い致します。

問合せ先:翠川 修，阿述敏博 (京大・医・病理)

(電話 075ー 751-2111内 4425) 

S幹事会議事録 1977年 9月25日 於東大医科研

幹事会は上記の日時場所K於いて開れた。出席者は現幹事， ピプリオグラフィー担当者，会

員通信担当者.会計担当者，今期研究会世話人(勝田甫人次期(翠川修)及び次々期研究会

世話人(三宅端)の諸氏であった。

議題は以下のiiliり審議された。

(1) 次期研究会について

世話人 梨川 修氏 京大病理

日時 1978年 5月 29日.-30日

シンポジクムのテーマ Application of Tissue Culture in 

Cancer Research. 

場所 京大薬学部及び楽友会館
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(2) 次々期研究会Kついて

世話人 三宅 端氏 三菱化成生命科学研

即時場所 1978年秋 町田市

詳細未定

(3) 外国人名誉会員の推せんKついて

幹事会は，日本組織培養学会へ賀献の著しい外国籍の組織培盤研究者配当学会外悶人名誉

会員K推せんし.その承認は総会の審織令経て決定する事を申し合せた。

これK伴い，今期研究会K招かれて購演した外国籍研究者有名誉会員候補K推せんした。

(4) 新入会希留者Kついて

新入会希留者の申請書類宅r受けつけ調査の上その承恕常総会K求めた。

朗幹事選挙Kついて

幹事選被選挙人名簿を改訂し.年末K発行予定の会員通信と同封で選挙用住武一式官会員

に郵送する。投票用紙は 1978年 1月末日迄tc.幹事長研究室迄返送してもらう。

(6) 会員通信担当者Kついて

丸野内椋氏(三菱化成生命研 )tc担当者として加わっていキだく。

(7) 学会への寄付金申し出Kついて

(a) 勝目甫前研究会世話人から80万円の寄付金の申し出があり.有縫〈頂だいする事Kしたo

勝田氏はその使途忙ついて.将来外国人研究者が本学会研究会忙腕前発表の為来日する場

合の旅費K充当するよう希望して居られる。

(b)合同酒柑より.毎年若干額の寄付の申し出があり，有難く頂だいする事忙した。

{刷会員名簿の改訂Kついて

名簿の様式は原則として現行通りとし，末尾tcA B 01頂K人名索引をつける事忙し，作業

は幹事長の所で行う事にする。

以上各議題を審鵠し，総会へ送った。

s総会議事録 1977年 9月 26日 於東大医科研

下記の各議案を御承認願いました。

(l) 次期研究会Kついて

世話人単川 修 氏 京大病理

日時 1978年 5月 29日-30日

シンポジウムのテーマ Application of Tissue cultu~e in 

Cancer Research 

場所 京大薬学部及び楽友会館

(2) 次々期研究会Kついて
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世話人 三宅 端氏 三菱化成生命研

日時場所 1978年秋 町田市 詳細未定

(3) 外国人名誉会員の承認Kついて

幹事会の推せんを受けて別項の通弘承認した。

(4) 新入会員の承認Kついて

次号抱載予定

(5) 幹事選挙Kついて

年末発行予定の会員通信K同封して.選挙用笹式一式を郵送する。投票用紙は 197昨 1

月末迄K幹事長研究室迄返送してもらう。

(6) 会員通信担当者Kついて

丸野内根氏(三菱化成生命研 )tc担当者として加って頂く。

(7)学会へ寄付の申し出Kついて

以下の受け入れを承認して頂く。

(a) 勝目甫前研究会世話人から，外国人の来日蹄演発表の際の旅費の一部に充当するよう托

との希望で 80万円

(b) 合同酒精より毎年若干額の寄付申出

(8) 会員名簿改訂について

名簿改訂の年Kあたります。前回会員通信で. 1977年 10 月 31 日迄tce~級事項K変更

ある人は葉書で加納迄御迎絡願うよう会員各位K連絡し，又一部の会員及び幹事の方々 Kも

御助力頓い，一応ぷ資料をそろえましたので出来るだけ早く発行致しますa

(9) B ibl iography恨ついて

会員を著者K含み，培援を内容に含む論文を acceptされた会員はそのTitle，著者

名，誌名，巻号頁.年度(1976年及び 1975年度で同年度の Bibliographytc掲載

されていないもの)及び Abstract又は Summaryを. type又は copyして川崎医

大病理の韓波正義氏あてK送る事。なおすべて欧文にする事。

B ibl iographyの世話をして頂く方々は，乾直道，難波正義，及び佐藤茂秋の三氏です。

B ibl io graphYIの海外送り先Kついて御意見のある方は上の三氏K連絡して下さい。

s第 44回研究会の御報告

日本組織培養学会第44問研究会は，東京大学医科学研究所の勝目甫教授を世話人として，

1977年 9月 26，27日tc，医科研講堂K於て開催されましたo 26臼は一般演題を募り，応

募された演題の中から 8魁官選んで，普通り演説泊分，討胎15分のプログラムを組みましたo

幻自は国外から 5人の演者を招き，組織培養Kおける助物細胞の栄養要求をテァマとしての国

際シンポジタム忙いたしました。

当日のお加者は，受付を通った人数でみると，会員 98人，非会員 89人， こと数回の研究

会の参加人数K比べると，会員参加者はやや多く非会員参加者はやや少ない人数でした。
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しかし会場が定員約 200名の医科研講堂でしたし. 九月末の東京忙しては例年忙ない暑さの

中の 2日間，熱気あふれる感じの会でした。御出席，御協力下きった皆きま方K心から御礼申

し上げます。

今回，研究会の 1日有国際シYポグウム忙あてたととは日本組織培養学会として，初めての

試みでした。その講演内容，討論Kついては単行本を出版する予定で準備しておりますが，関

{自にとぎつけるまでの具体的な縫過脅御報告しておきたいと思います。

( 1976年 5月 28日)(第 41回研究会総会席上Kて〉

1977年秋の研究会・世話人忙決まる。

との時点で国際νンポジウム開{器官考える。

テーマについて

勝田本人の研究分野としては，試験管内感性化の問題，栄養要求，正常細胞と悪性細胞の

相互作用などが考えられるが.試験管内悪性化の問題では新鮮味のない顔ぶれ有集めること

になりそうだし，正常と感性の相互作用は演者を集められそうもない。そこて栄養要求をテ

ーマ忙することに決定。現在，日本ではイーグルのMEM，ハムの F1 2 t R P M I -1640 

モーガYの 199，NCTC 109などと輸入処方による合成培地が広く使われているが，そ

れらの培地がどのような哲学のもとに，どのような実験経過ちピ経て作られてきたか有考えて

使っている人は少なL、。これらの培地を開発された人の中Kは，モーガンのよう Kもはや亡

くなられた方もあり，他の方々も相当のお年寄りが多いから今のうちにお招きして鵠演して

頂とうではなL、かという事になった。

財源Kついて

先ず日本学術援興会の柿助が考えられる。補助額 100万位一一ーとれは少なすぎる。重量

加者80人一一これも少なすぎる。それに 52年度の申込〆は 51年5月末なのでもう|悶

K合わなL、。

同じ日本学術鑓興会の日米科学協力事業忙よる補助。とれは 52年秋開催なら 52年 2月末

K申込〆だから問K合うし，演者の旅費も心配ないが，補助して貰えるか否かが決まってか

らの準備する期間が短かすぎる。それにクローズト句会で培養学会全員の参加は無理である。

あと内藤財団，山田科学掻興財団等いくつかあてになりそうなものもあるが，どれも諸経費

の一部の楠助しか望めない。結局，賛助会員諸祉の寄附に額ることにふみ切ったo

( 1976年 11月 12日)(第 42図研究会総会席上舵て J

国際シンポジウムのテーマ公表

〔同年 12月 9日〕

ドクター・イーグル，ハム，サY フオート:クエマウスヘ招待状党出す。

〔同年 12月 13日〕

健助会員l'C寄附お願いの相:状発送。

〔同年 12月 27日〕
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ドクター・サンフォード仇諸の返信。

( 1977年 1月 4日〕

ドクター・イーグルより快諾の返信。

〔同年 1月 10日〕

ドクター・エパ yスへ招待状そ出すロ

〔同年 1月 14U ) 

ドクター・ハムより快諾の返信。

〔同年 1月24日〕

ドクター唱エパンスより快諾の返信。

〔同年 2月 26日〕

ドクター・ラナディプヘ招待状党出す。

〔同年3月 3日〕

ドクター・ラナディプより快諾の返信。

〔同年3月 24日〕

ドクター-・ウエマウスより快諾の返信。

これで招待演者は全員予定通り出席されることになった。

〔同年3月 31日〕

賛助会員かちの寄附金は次々と振り込まれとの日総績 248万円。

〔同年4月 13日〕

ドクター・エパンス，サ yフォード，ハム，ラナディプ，クエマウスの往復旅費官日本航空

へ振り込む。

ドクター・イーグルからは旅費ふりとみ者少し待ってほしいとの再信。

〔同年 7月25日〕

ドクター・イーグルから出席出来なくなったとの通知。

ドクター・イーグルの弟子である東レ基慌研究所の小林茂保氏忙イーグル培地の粕.介をピy

チヒッターとして綿潰して頂きたL、と依頼。

〔同年 8月 11日〕

抄録集官印刷所へ。

〔同年8月 18日〕

東レ小林氏が急也事臓炎で入院の報。

〔同年8月 26，27日〕

抄録集発送。

〔同年 9月 1日〕

東 ν小林氏の代償有東大築学部・山田正篤氏K依頼。ピンチヒッターのヒ・yチヒッターで通

理なお碩いだったが快よく引き受けて下さる。
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会計報告

入金 寄 附 5.23 2.0 0 0 ( 36件)

当日参加費 421.500 

銀行利息 20.236 

計 5.673.736 

支出 外国演者旅費 2.003.000 

向上宿泊費 220.000 

向上記念品等 1.147.300 

抄録，緒通知印尉代 427.300 

演者用椅子(6コ) 77.000 

スライド・プロジェクター 89.700 

郵送 料 1 11，000 

恕親会貨 251.240 

諸雑貨 180.700 

計 4，507，240 

会場は医科研締堂Kしましたので.会場貨が 0でした。東京でホテルや経団連の部屋を借り

ますと 2日で 100万から 200万円は支払わねばなりません。

会場貨官節約した分から記念品代を捻出しました。演者各位忙はシンボルマークのデザイン

で楯を，重量加者全員Kは同じデザインのネクタイピンをお贈りしました。いづれも七宝です。

抄録は全部写真製版Kしましたので，予定より安価Kすみました。活字を組ませると倍額近

くかかります。

医科研の購堂の椅子は坐り心地がよいといえるものでなく，おまけに机との間隔が固定され

ていて， どうみても偉丈夫， k丈夫の招待演者が坐っていられそうもないと思われましたので，

演者用の椅子宮 6::1購入し最前列K並べました。この椅子とスライドプロジェタターは医科研

へ寄附しました。

郵便料金は思いのほか高くつきました。

今回は寄附K応じて下さった賛助会員諸社K無料で，機械，ガラス器具，薬品の展示をして

頂き.抄録集K広告を入れませんでした。展病弱では，日本光学.オリンパ~.ツアイス，ラ

イツの伺!立位相差顕微鏡K人気がありました白これらの顕徴鏡の性能を公平K評価できるよう

tc.同じ容器K培養した同じ細胞をのぞけるよう K手配しておいた事がよかったと思います。

シンポジウム終了時の収支決算では前表のように約 117万円の黒字でした。 そとで単行本
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の出版K関する経費などを践して， 80万円を日本組織培養学会へ郡小、たしましたo とれは将

来K又，国際γンポジクムを聞く費用の一部K使ってmければ幸甚です。大げさな会を企画し

なくても外国から憤者を一人でも二人でも招いて.英踊で討論する機会有多くすることは.日

本の若い研究者Kとってよい勉強Kな老?と思いまずから。

支出の中K人件費は全くはいっておりません。これは横浜市大の梅田餓氏とその研究室の方

方。専売公羽生物研の乾直道氏とその研究室の方々。予研の広川康子女史とそのお弟子さIvo

勝田研究室で培礎技術官学んで巣立った方々。合計すると却人近くの方々が，それぞれの部署

Kおいて，又臨機応変Kお手伝い下さったからKほかならない事を書き加えておきたいと思い

ます。

最後.-c，国際会議Kそなえて，医科研講堂の整備K力事c貸して下さった医科研の諸先生， (普

からの医科研摺堂を御存知の方は，今回の蹄堂で演壇が新しくなったこと，カーテンが新しくな

ったこと，マイクがよく聞こえた事などお気づきでしょう。)看板番きや会場作りを快く引き受

けて下さった医科研事務の方々，そういうかげの力に文えられてこそ私共の会が成功したことを，

改めて感謝をこめて御報告いたします。

(文責 東大医科研 高岡聡子〕

s編集後記

会員通信冬号をおとどけします。 32号から編集方針青少し改めて Technicalreport 

などを加えて多彩な内容党と考えておりましたが.怠慢で原稿を集めることができず，本号は

従来通りとなってしまいました。

本号の編集から丸野内雄氏が新たK加わり編集担当は 4人となりました。 1978年度は新

しい視点の加わった通信をおとどけするととができるものと思います。本年も最終号となりま

したが.これまで原稿執範などで御協力下さった諸兄Kお礼を申しあげます。

( s ) 
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